
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４１４号 星のまたたき 

第４１４号 

夢トピア星置町内会連合会 星のまたたき

１ 

生活安全部長会議を開催 

～令和７年度の活動方針を確認～ 

６月１日コスモプラザで町連生活安全部と各町内会による生活安全部長会議が開催

され、令和７年度の活動方針を確認しました。 

主な事業として、手稲区防火委員会への参画、当番町内会を中心としての登校児童

誘導、火災予防の街頭啓発、防火委員研修への参加、交通安全街頭啓発などを行うこ

ととしました。 

また、災害時などに町連からの緊急連絡メール（避難所開設情報など）を受ける

「緊急連絡担当者」を今年も各町内会に置くこととしました。 

このほか、防災資器材保管庫の設置許可の更新（５年ごと）、防犯カメラや街灯設

置の助成金などについて町連から説明がありました。 

 

警察官をかたる詐欺にご注意 

手稲警察署によると、４月 22 日に電気通信会社のカスタマーセンターを名乗る相

手から電話で「偽造されたあなたの免許証で不正な契約がされ、被害届も出されてい

る」などと言われた後、警察官を名乗る相手から「犯人があなたになりすまして犯罪

を犯した。身の潔白を証明するには現金を送ってほしい」などと金銭を要求され、合

計 425 万円を振り込んだ結果、だまし取られる被害が発生しました。 

また、５月１日に警察官を名乗る相手から電話で「逮捕した犯人から口座を 40 万

円で買ったとの話があり、あなたに逮捕状が出ている。口座を凍結しなければいけな

いが、お金を振り込めば身の潔白を証明できる」などと金銭を要求され、合計136万

円を振り込み、だまし取られる被害も発生しています。 

手稲区内では最近、警察官をかたる詐欺の被害が多発しています。 

予兆と思われる電話も多数かかってきています。 

警察官を名乗り、現金の振り込みを要求する電話は特殊詐欺です！ 

詐欺かも？と思ったら、一度電話を切り、 

警察相談専用電話＃９１１０に相談しましょう。 

第４１４号 星のまたたき 

「わたしの避難準備シート」（個別避難計画）とは 
～避難に支援を要する人の自分だけの避難計画～ 

札幌市は今年度から、災害時の避難にあたって支援を必要とする方を対象に「個別避

難計画」（『わたしの避難準備計画』）の作成を進めていくとしています。 

（実施の背景） 

高齢者や障害のある方が台風や豪雨などの災害で犠牲になることが多く、平成 30 年

の倉敷市の豪雨災害では全体の死者数のうち８割が高齢や障害により避難に支援を要す

る方々だったと言われています。 

また、そうした被害にあった方々は実は、屋内、自宅内で被害にあ

った、つまり「逃げ遅れた」方々が多かったのです。 

そして逃げ遅れたのは、「避難場所を知らなかった」「避難のタイ

ミングが分からなかった」ことが原因と言われています。 

（日頃の備えの重要性） 

身の危険が予想される状況でも「このマチではこれまでひどい災害は無かった」「ま

だ大丈夫」などと安易な方に判断してしまいがちです。 

実際に被害にあった人たちは、普段から避難経路や相談先について考えたことが無か

ったという方がほとんどでした。過去に被害が無くても、日頃から災害時の避難につい

て考えておくことが重要です。 

（個別避難計画とは） 

個別避難計画は、令和３年の「災害対策基本法」改

正により作成が推進されることとなったもので、災害

時に一人で避難することが難しい方一人一人について 

・どこに避難するか 

・避難時にどんな配慮が必要か 

・誰が支援するか 

などをあらかじめ決めてシートに記載して計画をつ

くっておくものです。 

（対象者と作成方法） 

シート作成対象者は、要介護3以上、障害支援区分

4 以上など、特に支援が必要な方で、お住いの地域が

洪水時の浸水３ｍ以上、土砂災害等危険区域など災害

リスクが高い方々で、あらかじめ市が該当者を抽出し

て打診し、作成に同意した方が対象です。 

シートは様式が定められており、記載にあたって

は、研修を受けたケアマネージャーなど福祉専門職が

作成を支援するとのことです。 

該当しない方々も、災害への備え、避難所や避難ル

ートの確認を心がけましょう。 
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火災が急増しています 
～区内の火災が 14 件と昨年に比べ 9 件の大幅増加～ 

手稲消防署では区内の火災急増を受けて火災への注意を呼び掛けています。 

手稲区では今年に入り 1 月 1 日から 5 月 31 日までに 14 件の火災が発生して

います。 

これは昨年より 9 件の大幅増加です。 

＜防火の備え＞ 

・火の周りの整理整頓をしましょう。オフシーズンは暖房機の

電源を抜き、燃料も抜いておきましょう。 

・火の取り扱い中にその場を離れないようにしましょう。てんぷら油によるコン

ロ火災は令和 3 年以降手稲区内の火災のトップになっています。その場を離れ

るときは火を消しましょう。 

下の地図は今年に入ってからの火災発生の状況です。 

昨年は夢トピア地区でも火事が発生しています。 

住宅用火災警報器を必ず設置しましょう。また、警報器の使用期限（約１０年）

を確認し、交換しましょう。 

 

 

令和７年手稲区の火災件数

１４件

（１月１日～５月３１日）

手稲山口（小樽市）

（西 区）手稲富丘

手稲本町

（北 区）

（石狩市）

明日風

曙

金山

星置 前 田

富 丘
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生活道路の排雪の在り方を審議 

～札幌市が「雪対策審議会」を設置～ 

６月６日に手稲区役所で札幌市のまちづくり政策局と建設局から、新たに設置さ

れる「雪対策審議会」についての説明がありました。 

今や札幌市も人口減少局面となり、2060 年には現在より 38 万人の減少が見込

まれており、公共サービスの在り方を検討することが必要になってきています。 

更に、生活道路の除排雪については、事業従事者の担い手不足と高齢化、作業コ

ストと地域の費用負担増、異常な気象への対応等が課題となっています。 

専門家、事業者、市民などによる「雪対策審議会」は７月をめどに設置され、パ

ートナーシップ排雪の在り方など今後の雪対策のあり方の審議を開始します。 

市では今年度のパートナーシップ排雪は従来通りとのことですが、令和８年度に

は在り方の方向性を出したいとしており、今後の審議動向を注視していく必要があ

りそうです。 

 

 

昨年度決算のトピックス 

～星置地区連絡協議会清算金とは？～ 

5 月の夢トピア町連の定期総会で令和 6 年度の決算が

承認されました。 

令和６年度一般会計の繰越金は 513 万円余と大きな

金額になりました。繰越金は年間支出の四半期分程度と

言われますが、今回はそれより少し大きな金額です。 

その要因は、昨年度の排雪が中止になったことと、「星置地区連合町内会連絡協

議会」（星連協）の清算金が 90 万円振り込まれたことによるものです。 

星連協は夢トピア、星置の両連町が連携して星置地区のまちづくり活動を行うた

めの団体ですが、それぞれの連合町内会と重複した組織をもって事業を行っていた

ため、連町役員の担い手不足の中で、連町の重荷となっていました。 

そのため星連協の令和６年度総会で、部を廃止して独自事業をやめ、お金を使わ

ない組織に簡素化することを決定し、残ったお金は清算することとしたものです。 

夢トピア町連では、老朽化によるコスモプラザの修繕経費などが今後大きくなっ

ていくことが見込まれており、繰越金はそれらの支出増加への備えとしていく考え

です。 

 

 

星のまたたきは夢トピアのホームページでも閲覧できます。 
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